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議会運営委員会 会議録 

 

日 時  令和３年１２月１３日（月曜日）  午後１時５４分～午後２時２２分 

場 所  臼杵庁舎２階 第４委員会室 

 

出席委員の氏名 

委員長  大 塚  州 章    副委員長  大嶋  薫    

委  員  匹田久美子    委  員   内藤 康弘   委  員 梅田 德男 

委  員  広 田  精 治     委  員   武生 博明 

 

オブザーバー 

議  長 匹田  郁    副議長 吉岡  勲 

 

欠席委員の氏名 

（ な し ） 

 

説明のため出席した者の職氏名 

財務経営課長  荻野 浩一  

 

出席した事務局職員の職氏名 

  局長 平山 博造  次長 後藤 秀隆  書記 高橋 悠樹  主査 清水  香 

 

傍聴者 

  （ な し ） 

 

協議事項 

１．最終日の議事日程について 

２．委員長報告に対する質疑・討論の通告について 

３．議員派遣について 

４．次回、３月定例会の会期日程（案）について 

５．一般質問の総括について 

６．その他 

 

午後１時５４分 開議 
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○委員長（大塚州章） 

 執行部より議案等の説明を受けたいと思います。 

 （ 執行部入室 ） 

◎財務経営課長（荻野浩一） 

（ 補正予算について配付資料に基づき説明 ） 

○委員長（大塚州章） 

 それでは、ただ今より議会運営委員会を開催したいと思います。お配りしております次第のとおり

協議事項につきまして、事務局よろしくお願いします。 

 

◎書記（高橋悠樹） 

（ 配付資料に基づき説明 ）  

 

１．最終日の議事日程について 

２．決算委員会・予算委員会の開催について 

３．委員長報告、意見書案に対する質疑・討論の通告について 

４．議員派遣について 

 

・協議事項 １．～ ４．を一括説明 → 質疑なし 

 

５．一般質問の総括について 

 

○委員長（大塚州章） 

皆さんより、お気づきの点があれば出してください。 

（ な し ） 

○委員長（大塚州章） 

それでは私のほうから。今回の一般質問を見る中で、最初の質問よりも再質問が重点的になって

いる方が見受けられました。どんどん掘り下げるんだったら、最初から質問内容に盛り込んで、説明

がしっかりとできるはずなのに。その辺のところは各会派で徹底をして、やっぱり最初の質問が一

番重要なんで、そこを市民にわかりやすく説明してという形で、一般質問をお願いできればと思い

ます。 
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６．その他 

・事務局より 全員協議会実施のお知らせ 

 

○議長（匹田 郁） 

１２月定例会においていろいろとあった。全員協議会の場で、議会運営委員会としての総括を

委員長名でしっかり、どういうふうに捉えたかということを報告してほしい。 

○委員（内藤康弘） 

退場を促しているのに、そのまま平気で着座するということは、どういうふうに表現していいか

分かりませんけど、ちょっと異様だというふうに感じました。 

○委員（梅田徳男） 

これまで、本人が退出しない場合、議事の進行を優先してという形でやってきたんですけども、

やっぱり議会運営の雰囲気も含めて、そこにいるということはよくないと思う。だから、退出を命

じられているわけですから、やっぱりいない環境を作って議事進行するという方法を何らか模索

しないといけないんじゃないか。 

○委員（匹田久美子） 

本人がいるのに、議事の進行を優先して進めるというのはもう仕方がなかった。 

ただ、仕方がなかったとはいえ、梅田委員おっしゃるように不自然で良くないと思っています。

なので、もしできるのなら退場を命じて、実際に退場するまで根気強く待つっていうのが、選択肢

としてはいいんじゃないかという気がしています。 

○委員（広田精治） 

特にありません。 

○委員（大嶋 薫） 

議事日程はしっかり進めていくと。何時間たっても、そのままじっと待っているというような形

であると全部狂ってしまう。そういう形になって、前の一般質問のときもそうですけど、１時間半

ぐらい待ってしまった。やはり議案を優先してやるしか仕方がないと思われます。 

○委員（武生博明） 

本当に異常事態、これかどうするかということ。法的なこととか、いろんなことを勘案していか

ないと、これは解決できないと思う。いい相談機関とかがないか、おそらく３月もまた引き続いて、

この通りになるんじゃないかという気がしてならない。議長、委員長、皆さんも考えは一緒だろう

と思いますが。何か対策を真剣に考えたほうがいいんじゃないかと思います。 

○副議長（吉岡 勲） 

議長が言っていることを、本会議で委員長の報告としてできないのか。 

○委員長（大塚州章） 

それは追加議案にはなりませんので。 

この件に関しては、以前、河野議員が会派から議運に入ったときに、議運の決まったこと及び総
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括したことは各会派に伝えると。そして、各会派で伝えられた事項はこれを遵守するという、議会運

営委員会の規程があるんです。だから、それを守っていただき代表者会議、全員協議会での報告は

やめるというのを以前決めたことがあります。議会運営委員会でそれを徹底して、この委員は各会

派からの代表として出てきている皆さんですから、そこを守ってください。というようなことを決め

た経緯がありますんで。６月定例会か、それぐらいに決めたと思います。もし報告を全協でするとす

れば、今回特別にこういうことがありましたんで、さらに会議規則等の遵守を皆さん徹底してお願

いしますというぐらい。議会運営委員会の総意としてお伝えします。ということしか、できないかと

思います。検討させてください、よろしいでしょうか。 

（ 「はい」の声 ） 

○委員長（大塚州章） 

他にないようなので、これで議会運営委員会を終了します。お疲れさまでした。 

 

午後２時２２分 閉会 

 

 

臼杵市議会委員会条例第３０条第１項の規定により、ここに記録を作成する。 

 

令和３年１２月１３日 

 

臼杵市議会 

議会運営委員会委員長 大 塚 州 章 


